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研究成果の概要（和文）：戦時下から冷戦期にかけて、ポーランドの前衛美術の果たした役割について調査し、前衛の
ルーツとその発展についての本研究のまとめを行い、「ポーランドの前衛」について包括的研究を実施し、芸術が社会
とどのように関わっているのかといった点にも注目した。7月にはワルシャワのアダム・ミツキェヴィチ協会の協力を
得てワルシャワ近代美術館等において聞き取り調査を実施し、また申請者の所属する国際美学会主催の第19回大会にお
いて発表し、研究者との意見交換を行った。また8月以降は本研究のまとめとして報告書の執筆と研究成果の公開に取
りくんだ。なお、平成26年度に研究成果公開促進の助成を受け、書籍として刊行の予定である。

研究成果の概要（英文）：I have compiled my research on the origins and development of Polish avant-garde a
rt based on surveys of the role it played in wartime and during the Cold War. Undertaking a comprehensive 
study of Polish avant-garde art, I have focused on the relationship between art and society, while also co
nsidering the function of artists. In order to examine the role of art in socialist nations during the 20t
h century, I conducted a series of interviews at the Adam Mickiewicz Institute and other facilities in War
saw in July 2013, gave a presentation at the 19th International Congress of Aesthetics held by IAA, of whi
ch I am a member, and exchanged opinions with other researchers. Since August, I have been involved in wri
ting a report and presenting the results of my research publicly. I have received a research grant and am 
scheduled to publish a book based on my findings in 2014.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
(1)報告者（研究代表者：加須屋明子）は 1989 年か
ら 1991 年まで、ポーランドのヤギェウォ大学哲学研
究科美学研究室に留学してインガルデンを中心とし
た美学芸術学の研究を行ったほか、同時代の美術状
況についての調査も行い、帰国後 1991 年より 2008
年 3 月までは国立国際美術館学芸員として、多くの
展覧会を企画して中東欧美術の紹介につとめ、ポー
ランドからも優れた美術作家を招聘して講演会を開
催するなど、ポーランドを中心とする旧東欧地域の
芸術状況について継続的に調査研究を続けてきた。
本研究は、その成果を生かしながら更に視野を広げ
ることによって、より包括的な研究を行おうとする
ものであった。 
(2)ポーランド美術は長い歴史を背景として、優れた
成果を多数生み出し続けている。ところが、特に戦
後の冷戦構造にはばまれて、その豊かな成果につい
て情報の流通が遅れ、なかなか西側へ伝わってこな
かった経緯を持つ。しかしそれも 1989 年の東欧革命
ならびに 2004 年の EU への加盟を経て、徐々にでは
あるが優れた蓄積が紹介されるようになった。研究
者はポーランド近現代美術について、これまで継続
的に調査を行っているため、かなり資料は集まって
いるが、近年になってこれまでになく出版が相次ぎ、
新たに入手可能となる資料が多く散見される。その
ため、現地に赴いてそうした貴重な資料を調査収集
し、必要に応じて複写を行うことが急務である。と
りわけポーランドのワルシャワ国立美術館、クラク
フ国立美術館の学芸員の協力も得ながら、作品調査
ならびに文献収集を実施することが急がれた。 
 
２．研究の目的 

(1)本研究は、前項の「動機」でも言及したように、

冷戦構造に阻まれて情報が入りづらかったポーラン

ドにおける前衛美術の動向について、歴史的経緯を

ふまえつつ、最新の現代美術の状況に至るまでそれ

がどのように展開しているのかを検証することが目

的である。すなわち、戦時下および冷戦期において、

ポーランドの前衛美術の果たした役割について考察

することを目的とする。 

(2)ポーランドの前衛美術について、断片的な紹介は

あるものの、まだ全体としての総合的研究は日本で

着手されていない。そのため、本研究においてはポ

ーランドの近現代美術における重要な流れを形成す

る、前衛美術の動向について調査を行い、またそれ

が複雑な社会背景や政治とどのように関わっていた

のかを考察する。現在の状況についても分析を行う

ことにより、芸術の担う役割とこれからの可能性に

ついて検討する。そのことによってポーランド文化

研究に対して貢献すると同時に、旧東欧地域におい

て芸術作品がどのような役割を担ってきたのか、現

在それがどのように受け継がれているかを明らかに

し、周辺の地域研究へと繋げることを目指す。 

(3)旧東欧地域の情報は第二次世界大戦後の冷戦時代

の、いわゆる「鉄のカーテン」などによる情報の遮

断された状態が長く続いたことの弊害が未だ残って

おり、流通しづらい状況に置かれている。そのため

に、西欧中心の美術史記述においては、豊かな旧東

欧地域の文化芸術が往々にして欠落したままである。

しかしながら、ポーランドをはじめとするこうした

地域の複雑な歴史を背景としつつ生み出され、現代

へと繋がる独特な文化は研究対象として非常に重要

である。戦前から戦後、そして現代に至る美術を「前

衛」をキーワードにして繋げることで、芸術作品の

担う役割と意義、その構造分析を行うことができ、

それはひいては日本における芸術の姿をも明らかに

することへとつながる。 
 

２． 研究の方法 
(1)前衛のはじまりとされる両大戦間期から、戦時下、

冷戦期、雪どけの時代を経て現代に至るまでを視野

に入れ、分裂や占領などを経験しながらも芸術がど

のように受け継がれ、また社会においてどのような

役割を果たしてきたのかという点に注目した。とり

わけ、スタニスワフ・イグナツィ・ヴィトキェヴィ

チ（ヴィトカッツィ）(Stanisław Ignacy Witkiewicz 

(Witkacy)  1885-1939)、ヴワディスワフ・スツシェ

ミンスキ（Władysław Strzemiński 1893-1952）、タ

デウシュ・カントル（Tadeusz Kantor 1915-1990）、

ミロスワフ・バウカ  (Mirosław Bałka, 1958- ）、ア

ルトゥール・ジミェフスキ  (Artur Żmijewski, 

1966- )らの活動を取り上げ、作品について調査研究

を続ける中で、ポーランドの前衛美術の独自な展開

と、政治的な背景との関わりについても考察した。 

(2)ポーランドの前衛の出発点として位置づけている

ヴィトカッツィは画家、写真家、脚本家、小説家、

美術理論家、批評家ならびに哲学者として、クラク

フを中心として多彩な活動を展開した非常に重要な

人物であった。ヴィトカッツィは 1919 年に『絵画に

おける新しい形式』を発表し、「純粋形式」美学理論

を打ち立てたことでも知られ、また 1925 年頃から開

始された「肖像画協会」はユニークな活動として注

目される。諧謔とユーモアに満ちたこの活動は、芸

術家の役割を社会的な実践へと引き戻す意義深いも

のであった。彼と親交の深かったレオン・フフィス

テク（Leon Chwistek 1884-1944）は画家、数学者、

哲学者、美学者としても名高く、1917 年にはクラク

フ を 中 心 に 「 ポ ー ラ ン ド 表 現 主 義 者 た ち 

Ekspresjaniści polscy」グループを立ち上げ、1919

年には「フォルミシチ」と改名、その中心的な理論

家となった。雑誌「フォルミシチ」に掲載した彼の

論文、「芸術における現実の複数性について"Wielość 

rzeczywistości w sztuce"」（1918）や「現実の複数

性について "Wielość rzeczywistości"」（1921）にお

いて、フフィステクは現実を４つの型に分類してい

る。すなわち、一般的現実、物理的現実、感覚的現

実、そして構想的現実。これらは、視覚芸術におい

て、それぞれ対応する様式がある。順に、プリミテ

ィヴィズム、レアリスム、印象派、未来派、である。



フフィステクはフォーミズムを発展させた、ストレ

フィズム（区画主義）理論を構築し、抽象絵画にお

ける様々な構成方法の基礎を形成した。区画は線に

よって区切られるのではなく、形や色の構成によっ

て区切られ組み合わされる。フフィステクは従来の

伝統的で安定した概念や空疎な抽象表現に反発し、

創造的自発性を提唱した。 

(3)ポーランド南部のこうした動きとは別に、ワルシ

ャワを中心とした北部において、両大戦間期、とり

わけ 1923 年から 1933 年にかけての 10 年間の前衛

美術シーンを率いたのが、ヴワディスワフ・スツシ

ェミンスキ（Władysław Strzemiński 1893-1952）、

カタジーナ・コブロ（Katarzyna Kobro 1898-1951）、

ヘンリク・スタジェフスキ（Henryk Stażewski 

1894-1988）らである。彼らは構成主義者として前衛

を提唱し、時代を切り開いた優れた作家たちであっ

た。スツシェミンスキは 1926 年からウッチ、ブジェ

ジーナ、コルシュカと移り住み、1931 年から以後は、

ウッチにて 1952 年に没するまで積極的な制作活動

を続ける。彼はロシア構成主義の、客観的な法則に

従いつつ厳密に構成された平面を高く評価し、ポー

ランドにおいても構成主義を広めることに力を尽く

した。1924 年に「ブロック」という名前の芸術家集

団を結成し、3 月に同名の雑誌を発行する。同誌は

1926 年 3 月までに 11 号を発行し、グループの主要

メンバーであったスツシェミンスキ、スタジェフス

キ、ミエチスワフ・シュチュカらの論考の他、マレ

ーヴィチやエル・リシツキーらの文章を翻訳して掲

載している。ポーランドの作家ばかりでなく、多く

の外国の作品図版も掲載し、また写真機など最新の

技術や機械の紹介も行った。彼らの主張は、シュチ

ュカの手によるマニフェスト「構成主義とは何か」

（Blok no.6-7 1924）に、よく示されているだろう。

構成主義とは、硬直した形式主義に陥ることなく、

流動的なダイナミズムの力学を孕み、新技術や機械

を取り入れながら作品制作を行うための、実践的な

理論であった。集団での形成も重視し、建築の分野

でも野心的な試みが続いた。当時ヨーロッパにおい

て優勢であった三つの動き、すなわちキュビスム、

シュプレマティズム、新造形主義と関連を持つこの

プログラムは、ポーランドにおいて抽象美術の原則

の構築という成果を生み出した。 

(4)ポーランドは 18 世紀にはロシア、プロシア、オ

ーストリアという三国によって分割され、第一次世

界大戦後の 1918 年に一旦独立を果たすも、1939

年、ドイツ軍のポーランド侵攻により第二次世界大

戦後が勃発して、再び国家が消滅。その後第二次世

界大戦後に独立したとはいえ、実質的にはソ連共産

主義の支配下にあった。特に冷戦下において、社会

主義リアリスムが唯一公式の美術として政府から認

められていた時代にも、芸術家たちは独自の活動を

続けようと様々な工夫を凝らし、検閲をくぐり抜け

て作品の発表を試みていた。ポーランド各地で行わ

れたこうした前衛美術運動については、これまであ

まり取り上げられることがなかったものの、芸術の

担う役割を考える上で非常に重要であると考えられ

る。「連帯」運動の全国的な展開を経て、1989 年に

共産主義から資本主義へと体制が転換してようやく、

ポーランドが独立、復活し、更に 2004 年には EU

に加盟して、政治的経済的に大きな地殻変動を蒙り

つつ現在に至る。2005 年に国立国際美術館で開催し

た「転換期の作法」では、そうした大きな変化の起

こった 89 年以降、現在に至るまでの旧東欧地域、現

在では中央ヨーロッパと呼ばれることも多いこの地

域の現代美術、とりわけポーランド、チェコ、スロ

ヴァキア、ハンガリーという４国の 90 年代以降の現

代美術を取り上げた。本展覧会については、2006 年

秋に第一回西洋美術振興財団学術賞を受賞し、その

意義が公にも認められた。89 年以降に、人も物も流

通が一斉に行われ、大量の情報の交流が見られたド

ラスティックな変換期、その大波がやや静まって、

それ新しい世代が活躍を始めた 90 年代以降と、ポー

ランドの現代美術は大きな変化を幾度も蒙っている。

ミロスワフ・バウカは 1958 年ワルシャワ生まれ、ワ

ルシャワ美術アカデミーの彫刻科を卒業して 1985

年から作家としての活動を開始、即ち政権が交代す

る以前より作品の制作と発表とを続け、国際的にも

高く認められて現在に至る世代である。一方のジミ

ェフスキはそれに遅れること約 10 年、1966 年ワル

シャワ生まれ、1995 年にワルシャワ美術アカデミー

彫刻科を卒業して作家活動を開始している。この 10

年の違いは大きく世代を分けているように思われる。

こうした同時代の作家たちが、1989 年の東欧革命の

影響をどのように受け止め、作風が変化してゆくか

という点についても着目しつつ研究を進める。 

 

４．研究成果 

(1)平成 21 年度には両大戦間期におけるポーランド

の前衛、中でも、ヴィトカッツィの活動に注目しな

がら、彼の「肖像画協会」活動及びその周辺につい

て調査研究を行い、また日本美術のコレクターであ

り、かつ「若きポーランド」の作家たちのよき理解

者でパトロン的役割も果たしたフェリクス・ヤシェ

ンスキのコレクションには、20 世紀初頭のクラクフ

を中心とした作家たちの重要な作品が数多く含まれ

ているため、クラクフ国立美術館において、このヤ

シェンスキ・コレクションを中心とする作品の調査

を進め、研究者との意見交換も実施した。平成 21 年

度はヴェネチア・ビエンナーレ開催の年でもあり、

近年国際展に参加するポーランド作家の比率が高ま

っていることから、ポーランド館および企画展示に

ついても調査を実施した。 

国内では、東京外国語大学ポーランド文化研究室

の関口時正教授並びに神奈川県立近代美術館の水沢



勉氏に研究協力を依頼し、資料の閲覧ならびに意見

交換を行うと共に、ポーランドのアニメーション上

映会「ポラニメ!」も、東京外国語大学と京都精華大

学ならびに研究代表者の所属する京都市立芸術大学

の共催で開催した。 

(2)平成 22 年度はワルシャワやウッチにおける前衛

美術の状況について調査し、スツシェミンスキ、コ

ブロら構成主義者について研究を進めた。両大戦間

期の前衛作家たちは国際的な繋がりを密にし、互い

に情報交換を行っている。こうした旧東欧諸国の文

化状況の特質にも注目し、またポーランドからリト

アニアにかけて調査を行い、かつて文化的交流が緊

密であった場所の歴史的背景についても考察を行っ

た。ウッチ国立美術館館長、ブンケル・シュトゥー

キ現代美術ギャラリーの館長にも協力を依頼し、資

料を収集した。ウッチ国立美術館には優れた近現代

美術のコレクションがあり、また資料も豊富である

ことから、これを参照しつつ、新たに建設されるウ

ッチ国立美術館現代部門のコレクションや展覧会企

画の動向についても引き続き調査を行った。ブンケ

ル・シュトゥーキ現代美術ギャラリーでは、以前申

請者の勤務していた国立国際美術館との交流展を開

催した実績もあり、以後も相互の交流が続いている

ため、今後の交流展実現の可能性についても引き続

き候補作家を挙げつつ検討した。 

国内では、東京外国語大学ポーランド文化研究室

並びに神奈川県立近代美術館等の施設において資料

の閲覧ならびに意見交換を行った。北京で開催され

た国際美学会と京都で開かれた比較文明学会にてポ

ーランド現代美術に関する発表を行い、意見交換を

実施した。 

(3)平成 23 年 5 月にヤギェウォ大学(クラクフ、ポー
ランド)にて行われた日本ポーランド美学会に出席
してポーランドと日本の現代美術についての発表を
行い、研究者と討議をすると同時に、クラクフにオ
ープンした現代美術館館長のマーシャ・ポトツカ氏
と面談して意見交換を実施、ヴロツワフの WRO メデ
ィアアートセンター主任学芸員のピョートル・クラ
ェフスキ氏とも意見交換を行うと同時に資料の収集
を行った。7 月には日本美術技術博物館(クラクフ)
にて須田悦弘の展覧会を開催して学芸員や専門家や
作家と日本及びポーランドの現代美術について討議
し、またヴェネチア・ビエンナーレにおいてポーラ
ンドを含めた旧東欧圏の作家たちが現在どのような
位置付けにあるかを確認した。また 8 月には横浜に
てクシシュトフ・ヴォディチコを招いてのシンポジ
ウム「戦争とアート」に参加して展示を実施、11 月
には東京にて日本およびポーランドの作家、学芸員、
研究者を交えたシンポジウムを行い、関連する作家
や学芸員たちとポーランドの前衛とその継承、社会
において果たす役割について討議を行った。3 月には
京都市立芸術大学ギャラリー・アクアと Yumiko 
Chiba Viewing Room(新宿)にて、ドミニク・レイマン
個展「遠くて、近すぎる」を実施し、東北大震災後
の日本において作品を発表することの意味とポーラ
ンド美術の特質について作家と対談を行った。東京

外国語大学ポーランド文化研究室の関口時正教授並
びに神奈川県立近代美術館館長の水沢勉氏、大阪大
学の圀府寺司教授、埼玉大学の井口壽乃教授にも協
力を依頼し、資料収集につとめた。 
(4)平成 24 年 5 月にヤギェウォ大学(クラクフ、ポー
ランド)にて行われた日本ポーランド美学会に出席
してポーランドと日本の現代美術についての発表を
行い、研究者と討議をすると同時に、クラクフにオ
ープンした現代美術館館長のマーシャ・ポトツカ氏
と面談して意見交換を実施、ヴロツワフの WRO メデ
ィアアートセンター主任学芸員のピョートル・クラ
ェフスキ氏とも意見交換を行うと同時に資料の収集
を行った。7 月には日本美術技術博物館(クラクフ)
にて須田悦弘の展覧会を開催して学芸員や専門家や
作家と日本及びポーランドの現代美術について討議
し、またヴェネチア・ビエンナーレにおいてポーラ
ンドを含めた旧東欧圏の作家たちが現在どのような
位置付けにあるかを確認した。また 8 月には横浜に
てクシシュトフ・ヴォディチコを招いてのシンポジ
ウム「戦争とアート」に参加して展示を実施、11 月
には東京にて日本およびポーランドの作家、学芸員、
研究者を交えたシンポジウムを行い、関連する作家
や学芸員たちとポーランドの前衛とその継承、社会
において果たす役割について討議を行った。3 月には
京都市立芸術大学ギャラリー・アクアと Yumiko 
Chiba Viewing Room(新宿)にて、ドミニク・レイマン
個展「遠くて、近すぎる」を実施し、東北大震災後
の日本において作品を発表することの意味とポーラ
ンド美術の特質について作家と対談を行った。東京
外国語大学ポーランド文化研究室の関口時正教授並
びに神奈川県立近代美術館館長の水沢勉氏、大阪大
学の圀府寺司教授、埼玉大学の井口壽乃教授にも協
力を依頼し、資料収集につとめた。 
(5)平成 25 年度は、7月にヤギェウォ大学にて開催さ

れた第 19 回国際美学会において発表を行い、また

2011年3月11年以降の美術と批評の可能性について

パネルを構成し、議論を行った。11 月には「龍野ア

ートプロジェクト 2012  刻の記憶 Arts and 

Memories」を開催してポーランドの現代美術作家、

ミロスワフ・バウカの作品を展示し、日本とポーラ

ンドの交流に努めるとともに、その作品の意義につ

いて考察を行い、2014 年 2 月に報告書を発行した。

また、2013 年 12 月には、研究者の所属する京都市立

芸術大学ギャラリー・アクアにて「存在へのアプロ

ーチ-暗闇、永遠、日常- ポーランド現代美術展」

を InSitu 財団との共催で実施し、ポーランド戦後美

術の流れを概観できる日本初の機会を提供し、更に

オープニングトークやパフォーマンスのアフタート

ークなどにて、ポーランド美術と日本との関わりに

ついても議論を行った。更にまた、本研究の成果に

基づいて、平成 26 年度には『ポーランドの前衛』を

創元社より出版が確定している。 
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